
凡 例

1.本場はIAIと帝室林”局のが業に資する目的セ以て狀かれたる關係上自か 

ら共の試驗も實地的なるを本旨とす。

I・状・I喩折項にして未だ完了せざるものと雖も速かに共の成結を踐麦して斯 

業に利益あbと踞むる資料は本誌に揭載す。

I・本號には大正十一年十一月本場設置以來施行し來れる獄驟事環の中木材 

利川に關する成績を揭記せ5、尙ほ試驗が•項を界にする耳のは更に卷を 

改めて刊行せんとす。

大正十五年十二月十日

帝室林野局林業試驗場
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I•木竹洲料地瞬主妾目帰の木村倾に佣する研究(JI、: •)••三好束 -

【・緖 ・甞 1頁

■・試驗杜 2 n

111•水材水分测定試驗 6頁

(1) 大割村に關する木材氷分測定試驗 G頁

(2) 角材•に關する水杜水分測定試險 2I頁

(3) 勿(象要罪の木村•含水・吊:に及ぼす影響 32 H

1L大正十四年度氣象砚測成執 休場太多志44頁



木曾御料地楽主要樹種の木材性質に關する硏究(共一)

三 好 束 ー

1.緒 M

所职木竹御料地と博せらるゝは•長野孵西筑摩郡に地於を仃する御科林を統柄するものにし 

て之に接績せる岐阜解惠那那及び谷n脚御料地を所謂熨木竹郷料林と柄せらる。之等御料林 

は林相並に施・業の方法等同・系統に屬するを以て便它上之れを總括して木竹挪料地と措す。 

北而债約如萬町少にして神料地全m准に叫し共…割に過ぎ一タと薄も舊時より木曾•丑木と精 

せらるゝヒノキ,サハラ‘アスナ“,力ウヤマキ,ネズコは貴苍たる大寄林を形成し殊にヒノキ 

の枷曲"多大なるは眞に斯界無比と御ふを得べし。殊に木仆に亞ぐ只材を產出せし土佐 

紀伊,大加也方に於て著しく共の蒂片を波少せしと柄せらる、に及びては將に水邦岡宥林木 

中貴近村と執するも敢て過一言にあらす。此虎に於て當局木曾卻料地途主要t踊Rとしてヒノキ 

用緬博Rの針葉樹並に濶桀鉗&Rを選定し可及的强く資料を英理し木村の水分,强度,收縮際 

眼,構造北他•般性質に就き洌在硏究し以て斯界の參汚に資せんとす。



II•試 驗 材。

(1)試驗材の選定。

凡そ木材性質に就き站れを滋察するに旣に;II:大なる片楠を磐天に仰ぐ•楫本と姓も•共:绐源 

を探索すれば何れも微陀なる4T(-T•より割地方的恭綻の變化を做となじに地の項須:5顾 

しつ、生存を物築せしものにして固仃の木材.性質はJ測間中に於て自然的に吠與せられたる 

ものとか睡持べし。從ってー•地方に成林繁茂せる同・樹聞と薄も亦各個般の泛ける內井因了・ 

の異なるに因りて木財の性質も自ら・樣ならす。然れども又足’海仰盛の件質は綜・'「均せ 

られて共地方的に馴］せらる;木材性質を示すものなり。況んや•樹FRの生育分布せる抽:物 

限界の範團內に於ては位迎による差異,高距の為低,立地との關附"相異ちろが岱めに必 

然的に生する材買の差異は認められ得べきものとす。故に同一W膳:Eの場含に於ける:木材性質 

の龙異の研究は可及的各輒の條件を具備めろ就为村の選定セ必耍となし足れが枷F•硏究に常 

りては唯に理學的性貿の比絞對照•に止まらナして佇伽钮に固仃の‘木材性賞をM典せしめたる 

ロ然现像をも相翔芒しむるは戒肝要なりと・す。

此虐に於.て木曾御料地•帶の地形の抵要-を見れぱJエの西境关澀,飛弾四國を境すろ飛弾山 

脈はJ以剛比皎的傾斛按にして西方は所副美濃飛弾枷［の山理曲)て御価II,乘’欧眼寄は共・ 

上に在り何れも海拔髙距二千米突乃至三千・米突に逹す。山协は甚だしく商字堆拔セ極め特に 

街心IIは劍軽の如くに突亢として立ち・共の頂上は樹木跡を絶ち盛夏と炸も溪間に殘ヨをもYむ 

ろ拿眇からナ。之に反して共の束万を走る木會山脈く駒ヶ岳山脈)は束は天龍川の雄谷を隔て 

て赤石山脈に相對し西は木會川のI•.流より戒弾山脈と分たれたる細長き紡錘狀をなし南ー「る 

に從って次第に西南に向ひ美濃,二河の間に至れば殆ど四南に临す。四筑店掷に际する部分 

は穴膈木曾川の分水粉をなし為距・千心’i米突乃至二千米交を保ち備れには二千ビ!イ米突 

に達するものありて著しき髙山性を現はし•共南端は恵那居の秀峯に終るc斯の如くにして飛 

强山脈と木會川を隔て'束に相到峙するは木曾山脈にして木竹御料地の北部に於て飛弾山脈 

と饵綜し效にH本:倔’火平•洋の兩分水界をなし岸川及木曾川り水源をなす。木曾川は祈山系 

の綜合せる鉢盛山に發源し木曾,戒弾兩山脈の中叫を西南に流れ关濃に入りて幾多の衣流を 

合して伊紡為に終る。之を普洒木曾縱谷と柄迓られ木曾J11本流に集る支流分布々形狀は恰も 

邮め葉脈に彷拂たるものにして支流屮脸火なるものを玉湖川とな 顷撇山より發源して束
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沌Ll毗川を合せて福島町の西南に於て木售川本滝に介す。是比を要するに木會抑料地は・共 

周E山口原触伏しJ就Jに四火溪谷を發達せ・しめ地形剪險を極むと雖も共大踏は北部に於て 

商く潦次南下するに從って.共:高距を读少するを知る。從て:a微狀態は虬較的寒冷にして累年 

平均萩溫の成拙二依れぱ木件抑料地の设北部:二•蜀2せらろゝ水沮慮林泌槟所(褒林省林滾試 

駿場)は7・"Cセ示し湖次的下し附11出WF 7 .冲,:關叶•た1:説!)•护〇,福北町I0.5®¢,大 

桑村3W ECにして名・占星市に至れぱ14.5Pに及ぶ。

更に木す湖枷す主要朔函•つ分布狀況を觌る曲’［ら削然たろを襄はれ北部"仙林帶はシ 

ラペ,クウヒ・にメコマツ,多くして,モミ,ツガを混井るも曲距•千れ汀米突を下ればヒノ 

やを生じ枷二サハラを混するは載原御料地地万に於ける榊Iにして漸次:南下してヨ対2神料 

地に至れば,ビノキ,サハラの純林を以て段はれ史に上/卯料J也に入村て爲距を波・タれぱ 

アスナ”カウヤマキ ネズコを加へ蚊南都源U澤卻料地に至れば主要測4酬種を増加す。 

隹れ观れ木曾那料地林相の槪況なり〇

此忠に於てポ試儉供試木つ選定に.莆リては尤づ前述せし謝項を好敏し木曾仰柑也全脸に就 

き彼め时I•.に於て水平迎に如直的に試强材採堡位置を利・定し實地試唸木を採集に泠りては試 

驗地を木祖・支局登內胶略 E湖,上松,野尻の各出ン所部內に定めビノキ,サワラの二樹恥 

主眼となし之に各HWR所部內に產する主嬰山职を加へ何れも共の地方に装も中庸なる林相 

を形成せる:班林內に於て生育中庸にして拼妗迎通し廻瑾上包试也さる立木にして服髙近從 

30c・m・以上のものを選建せり。共の詳細・大衣に示すが如し。

第一表 試 驗 木。

队食地

名刮
樹 瑾 缶就

位 Vi
« «•

强ー

•:!高

ぶー

住T

来

啲尚
・钾

*_

;!二 品&

仍料地名 KfflflE

荻 原 む ノキ 1 1 俳伏W料地 hi:; f l・M g: 7J 仁4( 皿 上材

サハラ 夕 2 & " 1项; 河 心 0.51 2IS 上村

モ iV 〃 3 V & V 1 .片 29.4 11.； 0.& 240 上特

ッ ガ 〃 4 " 9 V m 河 9-1 0.57 219 上材

王 B 匕ノキ Il 1 王を切母呀料地 10S 23 S 8/ 0.GI兰 上村



試驗輸
Ki 初 濬

位 a
し扣m离技twJ樹旗手

名m
5?1

伽料地名 應慕班
来 米

血笞

米 L
匕ノ キ n 2 44 1.101 > 2：!.：1 15.1 0.61 2!M 上村

ff 3 V 夕 14 1.10! j 27.7 1:い 0.01 27-1 上村

〃 V 4 漱戶川鄧片增

〃 "

1・|イ 1.01$j 23.(1 10.0 0.51 2：K5 J:W

グ •3 14イ 1.03( 27.5 8.7 0.5G 247 舞材

すハ ラ G 王懿伽必仰料地 】您: 1.23(
1

3).9 8.：： 0.55 229 並村

ダ 7 " 9 9 1.091 33.8 15.0 0.64 245 并材

V リ 8 汨戶川。財Jfi 14イ 1.027 32.7 8.9 0.51 %S 蛇村

毛 ミ 9 王岫岫料地 108 1.：；27 ：13.3 11.:c O.Gfi L：｛〇 福扣

力ウヤ マキ 10 海戶川饰半牛地 6 1.0捋 :}0.2 7.5 0.511 284 並村

ケ十 キ 11 绒川師料地 201イ 1.091 32.1 12.6 0.70 171 业付

上松") ヒノ キ III 1 小川入t»14地 229 1.182 28.8 9.8 0.48 222 上村

サハ 9 & 〇 /Z 夕 227 1.209 :M-2 18.3 0.52 220 J-.W

アスナ 0 〃 :; 228 1.164 21.8 7.7 0.50 323 遅村

水ホZ キ •1 〃 " 228 1.182 27.：； 5.2 0.5G 185 :翊・

ナ ラ 〃 5 〃 & 250 1.182 23.0 7.1 0.5b 185 並村

ミヅ メ 6 〃 〃 229 1.110 20.9 0-2 0.48 1G2 :胡村

上松關洋) ヒノ キ IV 1 〃 グ G5 1.410 3X0 21.8 0.14 215 上村

サハ ク V 〇 〃 〃 73 1.309 31.5 18.5 0.54 203 上村

クウ U V 3 V “ 73 1.327 3).3 20.2 0.01 167 上村

■e ミ V 4 " 〃 74 1.345 29.5 13.8 0.57 190 上村

ネX コ V 5 グ & 65 1.419 28.0 10.3 0.5-1 200 並村

ハリキ リ 〃 6 〃 〃 7) 1.291 25.3 16.7 0.55 183 並村

野 尻 U ノ 中 V 1 Pf靈抑料地 146 i.wy 23.0 7.3 0.51 161 炯村

& グ 2 〃 & 189
爲

27.3 S・3 0.45 242 並村

〃 3 " 〃 192 1.039 27.0 9.7 0.52 23(8 业村

サい ラ V 4 〃 V 149 1.030 29.1 20.0 〇 ・於 155 並村

力ワヤマキ 5 “ グ 133 0.8KS 20.3 7.(1 0.52 188 並:村

ハリキ リ 0 〇 〃 V 189 0.818 25.8 16.4 0.43 179 下村

斯くの如くヒノキ外十二樹被に就き總•數三十三本の試驗木を選定せしも之等は何れも浑筋 

附近或は作砌L道沿線に於てisみたるは唯に述撇中の損傷を恐れたるのみに非すして本試駿 

木は代採:％村め後直もを測定する必要上位木伐採涉より巡村秤和存に至る期即の

短船を｝5慮せ・しによる。

⑵試驗村伐採造特。

凡そ立术の很採期国は•般に之を火別! ・こ骸伐•冬代となLJ&の期価の相違に依りて倉水 

术も亦異るを以てnら木村性質に彬盤する习盼なからざらものあり〇故に試験木の伐採時期 

を一定止しむるは緊要ywiなるを以て木徳;;木は何れも・修ドー年じ月下句に是れを選定し 

各曜地に於て可及的同時に伐採.宀村せん-jffcW] eリ〇

试均本つ伐倒に寐しては像め噂劣工仲:此 〃立幻リ掀ならしめんが倉め磁汁南北を噂木に 

北人し同時に峯洒りに而rる部分に(no印を沿せり。

伐倒Eし芥は您木に闕してはほ遅・樹高•枝下,樹帰,爲高也•阳 品等を綢作し共元口より 

立米突材を除きたるものより版スに蜓さ0米突村一本並に二米突け•本を採取するを試驗 

木ユ材の恭準方法と定めたり〇而して•長さ1/2米突村は木村枚輸試驗川杜に,長さ二米突村 

は木村水分迎定試驗川材(本汶股終了の後は圖度»懺佻試村と伝す)とせり。

•&は您木上り採取せし試な材は直ちに皮付をの岡苹油D平坦地に啓し第二脇の示す如く农 

さ二术突材は間心を通して束四方向に火割となし更らに大割村・の北側は樹心を通し,•南側は 

樹心より束方Gc.ni・の位:｛甘より二剳となし長さ 峪米突村は成心を通して東西方向に大割 

となし•何れも剛せり〇

第二岡状驗材の木血。



斯くの如く試幾材を大割せし所以は以扱中.乾煥に因る『削の性度をお減せ［むろと同時に 

試魚材述飨に際し可及的迅速に丄Lつ損傷に對すろ安全を制したるに囚るものなり。現に芯京 

蹈地銘伏御料地.産試験材並に王澈淆義地の內王絶御む薛料址眾試弟材申には地形急役にし 

て交通の便開けさるがため人后馬背に依らざるべからざりし爲め振出困難にしてな甲!材長 

さ二米突材を採収し得ざりしものを生ぜり〇客考に資せんがなめに依“做地別に,K':材颗H 

經過の概要を挪8すれば次の如し。

(1) 敢原材は大正I…年匕月十二日に礎木を伐倒し直ちに山落しを行ひ十 汨 には切 

断挽割りをなしJQD1E虽を秤信し十四日,十龙H俄荷造の後屋內に一時峰試しい六 

H,十匕口駄旳こ依り薮原SFに至る約四.里I川を搬出し十八日更に荷造を爲し二十ー 

日當场宛に發遷せ・り。

(2) 王濫材・は大正十一年七月十五日より同年八月十叫日に至る叩に伐側し何れも造材祎 

贫の上後休戡道沿線に振出し弄体鈴!道巡嫩に委して上松驛に移し荷造の上當場宛發 

送せり。

(3) 上松黑源材は大诉十•年しJj二十九日に赤磐材は同年八月四口に何れも伐倒し直ち 

に皮附きの伐作業軌道に依りて徳林義!道終坳に移し糾皮他村の上爪•吊をF岡 し之を 

盛林欲道に依りて」淞驛に揪出し八月十•日當埸宛に發送せり〇

(4) 野尻材は大花十ーー维しJJ十九日,二十日の兩HUXCり試後木の伐倒強に适材件:が:を 

終了し作業執道に依りて好尻卵に珍し二十无口當場宛に發送せり〇

III.木材水分測定試驗。

⑴ 大割材に關する木材水分測定試験。

I・ 試驗の日的。

凡そ木林は伐採當時に於て共:听底の二割乃至五割の水分を含も・するものにして之れを大糸 

中に放置する時は時IIの經過に伴ひ水分は湖次狡散して遂に大氣中の温皮と平衡を保つに至 

る。而して生材時含水量の潮次に诚少せ・んとする経過の槪耍を親れば一般に共乾煥の與•診は 

樹種に依りて相遼し乂同•樹机と雖も放理せし周|可の帽況,木材以扱方法,地方的觀唉の泌化 

卸に依りて自ら相違戦。期くの如く伐採以後所釦生材・水分を發散せんとするに常りては急 

激なる乾谦の爲め貝材內外つ含水荒の均哥;を缺既異常の木材•收縮現纹を誘贸し共利川價値佐 

7

甚だしく诚少せしむる「•削’讦ひを生する主职囚たる％は-•岐木村利用上槌说すべからざる 

电7たりと雖も乾雑に依ろ垂・::の精減は本材誣幟軍至に母密を段ぼ刊酣なから•伊して之れ 

カ湖在硏究も亦幣耍の専に圮す。

洞て木汗郷•科地內に於ける水村•巡村方法の概況を钮れば從來代木地Wは山蒸し,小答狩を 

g水會川に入り制II狩(故流)の上岐え斷倪•瞰蹤網場に於て霍となし白鷹及桑名の貯 

木明二水巡せられしと姓も明治叫I叩I年五月中央段開通するに及び咲:也い便四通發達し殊に 

頌I洒年」、川轟林?碰の完成以來は木村3淋方法に•大革新«:來甘リ〇

爾來粉牌道の布云は往々延位せられて旣に5〇理以上に及び漸次水運は之れを燈して冷 

巡となり,山落,小谷狩等所謂木曾式述村法は槌か•部,湘群地に於て臨行せらるゝに止ま 

れり。号貯ノ>岱め此愿に木•御料地內に敷設せる壳林徵道徳路の奇W所在地及び延焚距雄 

爭を列携すれぱ次の如し。

小川線 口 1:松停"儡 12叫!ま 王湖本線 n瓶淵停戒功 16哩1

至小川御料林 * 至王滞!水ケ潮

潮戶川線 门王•剤線傾他 〇 11111 2 王和本線廷長 门王制水ケ囤 10PH0

至瀾戶川御柑也 至三浦御料地 くエ券中)

關1支線 门大鹿泪哪場 51311 自野尻p冲場 71313

至製IH御料地 至JM柚共

M寺丈緻 【"可寺停車場 S哩! 般膈味題山線 「传渊构磚約如埋

ポ网寺師料址 至味肺IIに頭輙・エが中)

(大正十五年度岡)

更らに作瀏)I道は大・酒年点以陥漸次各御料地に敖没せられ业延均關は旣に55,000 |；|j 

を凌鬼し何れも点林践道と述絡ピられ特に败年前よりガソリンKW!車を使川し空車來き上げ 

に活川するに及びJI:能率を倍加せしめたり。因にガソリン機翻)|(奈・或业に作業軟道延均岳途 

を阳叱すれば共成蛍第二夜の如し。共他集村搬つ利川,索道,木,貯①枇等の利川多く極め 

て好成績を示しつ、あり。巡材习顷に嶄新なる機成的方法り活川せらるゝに及び運材"と木杜 

订阪との關係に就き之れな汚究するは事栗上燧も肝要:なるを以て鼓に木竹御斜地意ビノキ材 

外主要岫『二就き水分測定試强を施行し乾燥により生材個:の淅次輕減せんとする経過並に 

共程度を硏究LWU!斯:巣上の悬彩・に資する所以なり〇
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(大尤十五年依叫)

第二表 作業紙道に依る木材逐村•機關

出 强所名
ガソリン機關車棊數: 作業軌近疝脾cm)

三噸槌 旧噸機 di 0¢ ii5 大年十沆年也 
g

1_1_

奈 A 井 1 〇 _± 5.711疽 462.6 6.176.0

1藪 原 〇
L

4.海・〇 〇 4.203.0

王 遍 2 L_ 路 1.:; 3.058.” 10.901.!*

J1 松 2 二 10.132.0 1.249.1 11.381.1

野 W
戸

〇 1 3.054 .〇 1.470.0 •1.524.0

三 殿 d 2 7.824.1 •1.070.0 】1.624.1

湯 舟潭 一 ° 1亠 1 2.153,0 2.211.0 6JUM.0

,汁
7 1 5 1 12 :«.783.-1 1G.451.6 55,235.0

H• 試驗カ法。

木曾御料J也內鼓原,王魅 上松並に野尻等の各試僉地に於て自大正十一•年ヒ月下旬至同仃・ 

八月中川期間中に就驗材として伐採せしヒノキ外拾忒&拓亿ニ就き本洪驗を施行するものとな 

す。状驗材は伐採选Wの後剝皮し直ちに选材を秤元し絶別に浸水せしめすして之緡を帷上巡 

欺方法に依りて當場宛に送附す。到落の上は逍:ちに構內有・正に貯蔵しー定期即每に共如:並:を 

秤並し前囘重堆との羌異僅少なるに及び秋驗材・は氣乾狀態に建せしものと看・做し北 I出吟日の 

経iSに伴ひ木材爪•破の輕減せ・んとする狀況を訓査せんとす。

實地試檢村透材に際し-cは共位径,方位等う冽在を終了せし後之れを伐倒し現場に於て地 

上离ーー米突半材に次て長さ二米突材を玉切り直ちに大割の上巾:状を秤:此せんとせしも地形設 

焼にして作業困雖なる場合多きため丸太材•は共個河川沿胃の平!E地に移し世ちに剝皮の上四 

つ削材となして共禾栄を測定せり〇而して胸瑜材に關する紀載は全て現場に於て直接試驗材 

而に祀入し何れも原形に糸II命せ適常なる陰影に固き他次巡搬に着手せり〇試駿材の巡搬に當 

りては共の選定立遂,建材方法並に地力交通の便苦等に依り凿場到旅迄に耍とし日數のー・様 

ならざるは止むを得ざる所なりと雖も本;队淼材は後II・般木村下1i質’試驗資材・として使用せら 

る、を以て可及的速に撤Hけるに努めたり。

然かるに,备試從地に・於ける運村設備は・樣ならすして例会ば上松沖料堆に於ける如く作 

栗軌道・尚林注道の至便なるに覚し王祯淋が地に於ては玄構役道主松線は-•部の布設を終り 

たるも表だ全岐に及,ばす,特に哉凉飾科地に在りて當8$未だ燧做的巡撒わ設備を缺斐たる瓮 

め何れも人い思廿をHて搬出せしものあり〇

•各試舞地別に到若に要せし經過n效坦に試伐村細Rの蹲嬰を記述すれば次の如し。

co薮或試験地。

試験木は鉢伏御料地に於て大正十一•年匕月十•Hより伐倒し何れも駄・U;によりて屮 

央線成原郭に股IHし同年同月二十叫日當戏に到着・程過日數!3日。

(2)王湖メ软地。

ョ湍钏是卯料地に・於ては大正十一•年七JJ十口より伐倒し人肩馬昔に依りて密林泄道 

洛珊に翅搬し伏軍に械込み上松驟にて页に債換を行ひW年十月二I孺場に到着。経 

過日數85 |I〇

潮戶III御料地に於ては大正十…年八月十三口より代倒L楸出に際しては當•時或林醐 

道工車中の爲め工事m作業快道に依り我林歳道終琳に撒出し貨車に仙込ハ上松褊に 

て更に仙换へ同年十月二日當骂に到芾。經過日斂51日。

餓川舛料地に於ては大正十•年七月二十六nより茂倒し人肩に依り經路に移し駄娜 

に依り赤林敬道:恣點に搬:雄し貨巾:に仙込み上松玮にて更に哉換へ同年十月二日當腸 

に到消。經過日敏G9 Uo

(3) 上松&醵地。

赤浑流域に於ては大正I•-•・年八月四日より世倒し,世ちに作業軌道に依りて•淺林集 

道終點に搬出し貨車に執込み更に上松驛にて横換へ同年八月十七日當場に到着。鬆 

過日數14 n。

黑澤流城に於て健I司年じ月二十九日より伐倒し同年八月十七日’常場に到浙。經過日 

数2〇日。

(4) 野尻状驗地。

阿寺御J料地に於ては大正一•年じ月十九日より伐倒じ直ちに作業耐前:によりて野尻 

驛に搬出し同年八月・日當場に到范。經過日數24日。
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斯くの如く平均20日間にして試役材を搬出し得たるは特に状張木としてけ及的迅;虫に皿 

扱ひたるに起因するものにして王湖村•の比餃的日敛を要せしはM吸木選定位固故在L •に 

不便たりしに依る。

到着せし試裟材は直ちに沒怦(秤低TilT目修冶・勿)を以てせ:底を測定し此れを他I•.二尺 

I二床張りせる令康に貯藏し"顺の窓を開放して大氣の辿流を氏好ならしめた〇 〇 "駿村は雑 

・で元口を下にして直立せしめ屋內乾燥法に依りて知乾狀恭に誘無し匝景の翌化性少なるに.及 

び之れを弟乾狀佟と看做せり〇第:呆の湘定は初初水分の減失甚しき即叩は•l-li Uに測定し爪 

蛍の差異僅少なるに及びては征月•拘之れを測定するものとせり,而して試攻終了;二際し谷 

試殄材より诃及的多くの材•片を採り氛乾材當時の含水:址を求めたり〇

(備考)以下成績は直ちに华漿上の參あに資せんか岱め牯に农突法を择川せず。

III. 試験成紙。

前述せL試駿方法に基き•大正十一年ヒ月以降大正十三年三月に至る二レ』冊當埸做 

內に於て屋內乾煥を施行せしに何れも水分の發散に伴ひ項:荒の減失を示し終に大知卩の泌度 

と平衡を保ちて刻乾狀態に達せり。非經過を覩れるにー殷に各樹鼬とも伐採當時に於ては浊 

に水分の減失を示すと雖も畏期間之れを放置し系:乾狀玆に近接すろに及びては水分の減失僅 

少なるを認めらろ。此處に於て經過日敖に伴ひ原疋荣に到する水分诚少率成仙を表示すれば 

第三表の如し。 • ■

(•第三圖參照)
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木材水分測定蹈に於ては…戒に含水飛をJI:紹對?與時叫に対する百分率を以て示すも 

独には’控が・知伽:に対す〇百分率を订出せ»> 〇葢し實地運村％«憑行」•.の便‘l'l:に竇せんとせ 

しに依る。I如R量は話"ヾ削せし各供試村を职形に.猝・合せ各佻;炸卅応!;合計を以て示す。

站に宗乾狀態に到连せし當0押>金水:*EW・比布•並に年沦密邮;の成姉は次加如し。

第叫&。供小村性質。

試騎坨 囲 僅
試騎村

帰飛
年输邮

企水洗 It 'R (尊蒔) ffiKW-'Tfffl » 
jRfii

生 W
财 •>

里牡 気笹村 史H 氣乾杜
貫

敬 原 匕ノ キ 1 m 91,1 19,4 71,2 1'.-> 02,845 33,026

王 3S V 1 10 82,2 IS,5 03,0 •• 46,753 3),415

V V •> 11 W 1SJ 59.8 40,2 •14,喚 20,$66
V グ :? 10 72.G 18,5 58,6 '' 43,526 29.SSS

耕 V 4 10 70,1 17,9 00パl 42,1 45,188 31,邮
V & 5 10 76,2 18,8 00,0 10,4 41.557 30,044

上松(赤仰) 1 11 75,S 20,4 61,1 41,$ 45,：150 31,008

"(黒的 V 1 12 75,8 19,5 M.S •»■» 〇 •H 40,669 27,610

野 1>L I S 99,5 18,0 ,い; 41,7 於,103 30,071

V & 〇 7 11 95,5 18,5 Wfi 10,3 49,：M5 29,917

平 均 10 $1,5 18,9 的6 41,0 46/179 30.110

鼓 蝶 V・ハ ラ 2 10 9S,0 20,2 心 37,3 45,589 27,G69

王 湖 〃 G 9 103,S 21,S (53,0 ：>s,l 47.206 28,285

〇 V 7 10 95,9 也,4 •19,6 :门・二 部,SI0 23,395

ク 8 10 98,(； 儿:； 5S,〇 35,4 13,088 26,311

」松(赤淬) 〃 2 10 99,3 -1.7 5S.S 35,9 43,630 26,043

"(黒澤) 4* 2 •9 97,5 10,1 52,6 阳7 39,037 23,544

野 睨 グ 4 〇 78,0 20,2 50,G :;1.2 37,612 25,3 湖

平 均 〇 05,8 21,0 5SJ 34,9 41,857 25罚)3

上阪佛消 ア" 17 ：5 10 17,8 69,0 51,101

"(黒湿) 久ズ コ 5 9 MM,9 20,1 58,9 :U.G 43,667 25,655
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陰心材 佥 71く M 」匕e (Nfff) 共試付一石常リ

次驗地 樹 f2 年・朔钥史
帝賊

生村
%

氣轮付
%
生村 氣乾将 瓶乾村

Tt

王 讖 カウヤw * 10 11 59,9 21,9 4：；,1 32,8 31,988 24,：1S2

野 戻 ダ 5 9 60,9 16.3 48,9 35,3 36,291 24!, 230

平 均 10 60,4 19.1 40,0 :w 34,110 25,30(；

截原 モ ミ 3 9 91,0 19,8 78,4 W.1 58,188 36/192

王 祂 夕 9 8 79,4 19,9 75" 50,5 56,155 37,527

上松(黒澤) ダ 4 7 88,6 20,4 05,7 41,9 48,772 31,134

平 均 8 86,3 20.1 73,3 47,2 54,372 35,0^1

玆 原、 ッ ガ 4 8 110,2 21,5 03,1 53,8 69,088 39,927

上松(黑渾) クウ匕 3 6 80,3 19,8 60,0 •11,1 47,173 30,526

王 M ケヤ卑 11 6 90,5 24,1 98,1 63,0 72,812 4G,7S3

上松(馬滓) ハリキリ 6 7 84,3 18,4 80,5 51,7 59,761 38,391

野 尻 G 9 90,1 10,5 91,2 54,2 67,737 40 よ4(；

平 均 8 90,2 17,9 85,9 53,0 G3,7lf) 39,319

上松(赤澤) ナ ラ 5 7 64,1 24,7 95,0 72,0 70,512 53,595

ft tヅメ G 7 60,0 21.1 97,8 76,0 72,568 56,303

H;ホノキ 4 8 60,1 20.1 80,9 61,2 60,050 45,381

(つ 年総密度は供状材元口场剛に於ける束西方向年倫敷を共半經にて除し・枫間平均年 

輪數を以て示す。

(二) 氣乾材含水筮は,決駿終了の際各供状材岸の中央より厚さ五經の平编を一枚づゝ採取 

し1以微煙器にて何れも絕到性乾狀態に誘爵し絶到乾燥時和止に對する水分含右率 

を测定し以て生材時含右率を算IHせり。

(三) 比禾は各狀攻材の容泌を算出し生材時匝筮並に条乾當時禾・・此に依り比如:を求め北百 

倍を以て示す。

IV• 結 論。

本责糾二供世L試材ビノキ外拾忒稀は忒拾世ヶ月間屋內茴煙を施し生材當時に含有せし水 

分を渐次に發散せしめ終に氣乾狀態に逹せし經過並に乾嫌の程准を湖代せしものにして之れ 

を辻村後糸肛与して野外に放皂し也ケJJを統て枪送せらるゝ現今運村"^のカ法に比すれば本 

ン盼族壮の方法は瑯か實臆的に偏執せろ傾ありと雖も木曾御料地主要樹種に關する生材・比 

m,伐採以後水分減少の経遊,系乾村時比币也に含水:料;甘迎紋事象上考突を嬰すべき事を 

醐む。

I. 乾榛’'L依る木材币・が減失の終過〇

率は針莱樹显に於て比較的大なり〇

針更龊帀:中に於て特にヒノキ,サハラ,カウヤマキ,は共生村時含•水术を急激に诚少せし 

むるものにして俺か匕拾日內外にしてCH・大部分を發散しTin餘にて殆んど氣乾狀態に達する 

は木材•巡撤収扱ひ上特に注卷を耍する申項たるなり。之れに反してモミ,ツガ,タウヒ等は 

水分の發散比較的緩慢なるを以て之等临顼を主要林木となす地方に於て最も滋慮を要すべき 

期はり〇

潤葉切鄭は何れも水分の發散緩漫にして特にナラ,ミヅメに於て甚だしく六百口を經過せ
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しと雖も犯耗读せんとする趨勢を示せり。此忠に於て本・术驗成技を觇爪.王泌 上株‘花に町 

丿兄出張所都內拿顷地より貯木場到若に耍する所要F致に勞眼せんが捻め大正十二年•皮實行• 

例を舉ぐれぱ次表の如し。く本表は台・田.北條兩技帥の働&を圻はせり)〇

第六表。運材审案経過に關する一例。

、、,试魚地並に凡例
J7某曜名利 
項aヽ・

我 既
小木汗・笔临区制 

fit 73
(AJEドニ型!皮)

伽岳fem矗班 
12 

(人低十二的您>

小川呂業PSU摆琳 
78.00 

(大辰十一•年度)

再 W 
阿井・•卜業"戚目咒 

151 
(ノ¥1m十二年度)

村 我 石

痣材一冰平均村秩 7；

伐採葡手 

盘材終了

山范希手

山fit終了

造材・,促採培瑾?2 

就林愁泄終就着

我林戳建協送瞬始

貨車一奈俄菽知 石

一列i仰H虹J»

一 B3fW胸敦

中央掠沿欲葬列沱

土場ふ在日數 

録迅隱送開始 

〃"終了

貨ilt廟歌 

貨車技載城

一日平均貨:車発送吸 

豊住貯木所刊は

17,370.77

1.2 v

4 JJ 20 日

7 JJ 20 n

5 JJ 1 H

10 » 5 H

9 J]16 H

12 H 18 u 

四ケ川用

4 n 12 |]

9 n 5 H

8喉

40石

4-5爲
(岫叩n '))

7日間

46,710.石 

1.り, 

•1 n io n 

8 D 20 H 

3 H 21“

11 H 15 H

12 JI 15 H

1 JJ 20 H 

3 JJ 下句 

20右 

15翩

2 1田 

3 J! 下旬 

忒ケJJ間 

5 H 下句

•IS,SS 右 

〇.！)5,

5 /J 1S 13

8 H 下旬

7 JJ 4 H

恐甲(;月I5 H

7 H 1 B

7月1B

7月 3 n

20有

8仙

4 M

7 JJ 3 H

应ケ月間

7 月 Is n

s10啲

5')石

•20楽
(上松冊!より)

10 11 HD

20,590.T；

1.2

1 JJ 3 H

G JJ 30 (1

4 n 〇 H

fl JJ 3 日

う 丿 J B H

•11 n is 13

*11 n 下旬

* 14方右

40 |uj

12 JJ下旬 

ra ケ n ii；]

5 JJ 16 II

8噸

50万

2骚 
«野时蚱より)

10 Hill)

側厅 ・印口作業執道二隊すろ似•色〜示す

19

3.

“Hinoki"

】•

4.

あ三N I•針逐樹 f mR・r& Pinto. 3...

仰 /2 〇” 巳” e s 令8 qy ズ僧 伽

幻enwに翌寸る:縱h阪

供試木伐探備に勁する程あ日敷 
Th<j lapse of day.

所 
ク

ん 

切

生
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方
水
村
水
分
彼
や
準 

・
三«

—
?

一
芒
。ざ
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The lapse of«1ay.

原水が木曾・御料地內事絮地より束京沛深川區鄒住町常局耍住貯木所に到充必に要するH敏 

は第パ表成績の示す如く約十八ケ月即ち540 |!にして勿福伐採地の地形.村段の多少,瓜役 

人夫教の椭舸繰屮の天侦等の囚子に依り統過に差異を生すれども路本試腌施行日败6〇〇 !I 

に該富するものにして此虐に於て第三閔!.2.に示す試験成紐を參照すれば針葉樹翅中特に 

ヒノキ,サハラ,材は山落し莉手以前に於て旣に木枕水分の大部分を發散するの理にして從っ 

て乾燥は唯に刷躍減の關係のみに止らすして此れが爲め干割狂ひ等により共憤依を減失せ 

しむるは此馴川に於いて比跋的大なるを知る。(猶干割に關ナる成績は後編を以て詳 錄せん 

とす)。

之れに反して潤集樹種は第三岡3.の示す如く木村・水分の發散緩楔にして特にナラ,村に至 

I;ては600 Hを経過すると雖もりI績ぎ页統を構或せんとする傾向を示すを以て超材」ー.には村 

價を減失せしめざる野外乾燥法を昭究すべきなり。

第三 岡 I11.溺 婆 樹 Br^ad-lerdM tixx.M. Plntc.:い.

SO 伊) メ〇 勿9 布D 3M §ル 湖 沖 S8

供状木伐採時に對する铿遇日欧

ノバ ^T\

1ゝ

-- 〇—一・.〇ー ・・ 
--•〇--
磷 

｛ザ7一・ --
ヽ

ヽ

、、J.f ーーーー

J・f70ヽ
\ \ ヽ ヽ

ヽ

七、

～・・日ト・・f -— --XrrJ

ヽ ヽ
、、 

ヽ ・ 一・
ヽ

* ■ ■ 7
if -qJ ----- - 一 —■—___

へ・

1O.&

1I.
9.
I2

0
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能 

何 

生
村
に
對
す
る
水
村
水
分
濾
少
率

II•生材・並に氧低材•に關する木材性質。
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本試瞼に供せし樹郁に就き共成招を桀め特卷別に饮貿を示せば第［:表の如し。

第し我。供試村の性Ho

甲 合水蛾% 比1R
•右瀆リ林(英)矗邱 生村に日

期 個 ■' •' ______する氛乾 する並仙 (〇 考)•；・レ
度 生村 生付 生« 曜材村度量飛

— _____
滅少率・

10 81.5 18.9 62.G 41.0 46.4 冲 的.410 16.009 34.6

サハラ 9 05.8 21.0 56.4 31.9 •1I.S.7 25.S1)：： 15.9&1 38.1
干相弥だ

T x 9 u 10 101.9 17.8 69.0 — 51•心 — 一 — し»1Sめ 
中止す。

丰スコ 9 59.!) 20.4 58.9 31.8 43.667 25.058 IS.009 41.2

カウヤマV 11 00.1 1り.1 46.0 34.1 31.140 25.306 S.S34 25.9

毛ミ S 86.3 20.1 73.3 47.2 54.372 35.051 19.321 35.5

ワガ S 110.2 21.5 03.1 53.8 69.0SS 39.927 29.161 42.2

タウし G 跚・3 19.8 01.0 41.1 47.47：! ：!0.526 16.047 35.7

ケヤキ 6 00.5 24.1 98.1 心 72.S12 46；78S 26.029 35.7

ハリキリ 8 00.2 .17.9 85.9 53.0 63.749 30.319 2-L430 38.3

ナ9 7 64.1 24.7 95.1 72.2 70.542 53.095 16.1M7 W0

ミヅメ 7 60.0 24.1 97.8 76.0 72.568 50.303 16.264 22.4

山、ノキ 8 00.1 204 80.9 01.2 60.050 45.381 [4.609 24.4

(2).角材に關する木材水分測定試験〇

1:試驗の日的。

木材・の金水虽は压れを實・段的見地より考究すれば木村の比［R’我度・噬眼牧縮等の水村エ 

陰的性質に及ぼす影容荘大なるを以て站笠諸性質を綃禿せ丸とせば博め含水址の測定を要し 

聚れを日用的見地より観れば ・建築村或は’我具川村として共資村の選捍に當り木村乾煥程 

度を窺知するに必耍にして是れを換;;すれば各樹剛に就き•木村垠扱方法に対する資材含水M 

の限定を要求するものなり。然るに前述のヒノキ外枪忒団郁の試骏成植に依れば伐採造材の 

後は著しき水分の發散滅失を示し例へ・共:や程皮に於ては緩危不同bるも珀仙川大氣巾に放置 

すれば終に糸乾狀態に到逹するを認めたりと雖も共わ絃煉S削皮は樹/,木材・取扱方法,責村 

の大小,形狀により斐異懸隔を生す。

又一•!!.机乾狀態に到逑せし資村と虻も供給せし地方の仕置,地方的氣候わ狀況に依り含水
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筮の增減を誘起するは苫しき吸泓性を具備する木村に於て留め得べし。

是れを要するに木M•水分の暗減は外界の因了•に支豈され共形狀二より緩怠:不同ろるが故に 

木曾御料•地産ヒノキ村を供メ材に選定し・定の角材を製作し該次材を常甥以井木竹支屋’名 

古屋支局,盛岡出报所に朝なし同•方法に基きて木材•水分測定は徐を馳行し匕ノキ村に關す 

る気乾材當峙仓水・駐の本定也に地万的笊帙の變化の含水范に及ぼす影汚を祥在し以て村質と 

の関係を探倂せんとす。

2. 試驗の)S法。

^ (1)•試驗木。

木伏磴に供せし侦毅木は大正卜•年第试回寿林協議命の協定に站き木材氷分測定試故施行 

の"地方に於て採女せし資材の・部を使川せり。找淼木は大だ1- •年九JJ上松出張所挪內 

字小川J3潭湃抖地區剤斑115に於て纖維通直にして琅％を包殺せ・ざる生 かIWfなるヒノキ 

立木兀本を近接して選定額り。該状材・は切袜よりニ冏材一木を造拘・し共の上部に於て度付の 

佐蛙さ二米突牛村二本づゝを各五•本め桝价より选材・しード部に爆する丸太村には奇數部戒を, 

上部に屬する丸太材・には隅歐貯號を兜巾;二搔切り奇数に屬すろ洪玲材を當場に側數に隔する 

試驗材は農林省林業試斐場宛に送附せり。此虐に試潟オに關する性質を招上すれば次表の如 

し。

第八表 試驗材。

帝 號 樹 齢 •w為at徑 
来

樹 KS 
米

試％付未盈 
米・

KI ぢ

I 220 0.52 29.1 0.44 上 材

HI 223 0.52 部.〇 0.42

V * 湖 0.51 28.2 0.41

VII 以〇 0.54 29.1 0.44

IX *5 0.51 33.1 0.14 〃

航隐木ハ成仃せし附近は地形倾新緩にして海拔离1,345米突乃至!,382米突の高距に位 

置し東北に所し:I:壤深く温度中席にして崎閉適度なり〇試驗木伐倒に際しては數口以來雨犬 

にして漸く九月三十n (会)に全鄧を伐採する2并•を得T. III. V.の;i,酸材は同口中にを 

終了し切口斷相には直に「コールタール」を塗布し粽たるもHV. IX.の試驗材は翌ー・ロ造 

材を海了せり〇卜月二日及三Hは闹天にして叫除材澈出を遂行する事诡はさりしため止を彳。
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•舛剛に横へ,K玲材の上に恍又は常皮を以って股ひ可及的に浸水せざる様努め同月四日咁天 

に人口に依りて山|時行ひ五n此没木・旧道を以て作实曲道沿線に披也し六n軌道隔sui海 

林戏道に依り.こ上松哪に检送及h當場宛に發送せり〇

⑵・試驗材木取方法。

第叫岡木归岡。
當岡;二到習せし・試驗村は•時措皮を附駢世 

し伐蟋內frJ-Kに撤入し横拔みとなし菰にて我 

ひ貯诚せ〇 〇如ビ十二年•ト二月;濫!［材を灯以 

內に配列し状殺村凉木巾より更らに理盜少な 

き部分を汚慮しつ、何れも同•個所より長さ

•米突村を各丸太材より造村L末口斷而さ飽 

削りし第叫岡示す木取法に從ひて試馭材四木 

宛を採果せり〇い懶村め大さは長さ一味突に 

して五粗仰と・定し試驗材面泡削を終了せし 

部分より直ちに状獄材奇號を祀入し第・叫供 

は村応よを湖定す。

(3).供瑜材正代測定ガ法及び供試材の性質。

•定大さに加工を終了せし供备时二十箇は供試瞼器 1!入の後ふ漆:地として逐定せし木种支 

局,名古屋支局,盛岡HI眼所に配布するに際し更らに术死を秤址し。大工十一•年十二月二十 

四IIに發迭せり〇倜州・到涪後由’•ちにMIMO風量を測送し次ぎて近安良くして日尤!の直射を 

受けざるぶ內に於て天然軟:煥に附し時Uの経過に伴ひ韓減せんとする供試材)砲;:を毎月一囘 

(十六1:〇に測定し前囘測定重邪:との阳異僅少なろに及び供状村は氣乾狀態に到達せしもの 

と看做し以後尙二筑i年間佃::の測’定を繼續し當場宛返送せり。备試检地に於ては夬な供試村 

位?aを…定し人爲J1:他の原囚に依り之れに艰瑾を與へざるは勿備紙对に水に樹Iざらしめ常 

に供詰材・乾煙狀態の經過に・意じ臨煙に依る割裂’・狂ひ,共の他氣象狀態に就を特に異常・あ 

りし場含は共の旨成績表中に附記せり〇

供うが發送に際し訓査せし供試材・の性質は’第九表の如し。
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枝器」 節の火さは咨州以上を「火」由五花玉表秘な「申」Ji•.耗以下な「小」とす。

第丸衣 供状材の性質。

試驗地
W 號 a«# 

伉置 
k地捋

年岫!!

〔ー拘呪
年冶方向

an
郷 考

試盼村 供試利 火さ 箇數

木會麦局 

名古屋支局 

5S岡出强所 

林栗試駿ゆ

I 

IH 

V 

VJI 

IX

I 

111 

ヽ’ 

VU 

IX

I 

ni 

V 

VII 

IX

I 

III 

ヾ 

VII

IX

1

I

1

1

1

2

2 

〇

2

2

3

3

3

3

3

4

1

4

4

4

0.4 

6.4 

G.4 

6.8 

6.4 

G.1 

M 

0.4 

6.8 

G.4 

6.4 

6.4 

6.4 

6.8 

6.4 

6.4 

6.4 

6.4 

G.8 

6.4

7.(5

0.4

8.3

8.2

9-0

8.4

9.6

8.2

8.3

9.4

8.2

9.2

8.6

8.6

9.2

8.4

9.5

8.5

8.1

9.4

1

垣

小 

中

小 

小

•1'

中

小 

小 

小

小 

小 
大 
小 

小 
中 
小 
小

大 

小 

小

小

3

1

2

4

〇

2

2

4

1

2

I

2
1
2
4
1
2
1

2

1

5

1

&引11弔生す 付E•わてあり 

洌れ四虫ず

割れ一生ず

削n二生ず

削れ五生ず備かあてあリ

例れ一生ず俺かめてあり 

削れ二生ずやにル以ろ

am二生ず

割れ一生ず

割れm生ず

割れ二生ず

削れ二生ずめてめリ

割れ:生ず

各試驗地より試驗終了に際し當場宛に返送せし供・訊村中特祀すべき異推を怨めざりしも唯 

當場に配列せし供黄材は大正十二年九月並に大E十三年• J Jの震災に依り性少なる傷害を被 

りたるも本試竅遂行上何等の支障を來さざりき。

3. 試験成績。

大正十•年十二月試駿材•■つ饱削加工を終了し原車・::を秤范したる後同月卄叫LI各が驗地宛 

に致知tし以來大正十五年三月に至る四十ケ月にHリ共炬量を測定し水材ー含水讹の乾嫩に因 

リて減央せし經過を觀れぱ生材時念水航はJI:初期に於て落しく發散をなし•約六ヶ月にして殆 
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ど’ぶ/狀軟に建しJ I:後約パケ月にして全く ・気乾狀態に到達せしを淤る。

此応に於て本戒却iを」在せんが岱め,礦終了當時返送せられたる供;い村に就き到岳後匝ち 

に佇い;』:•切1；・周すると同吒・に中史部に於て約一組摩さの力盤を二枚宛採累し处れを叫つ割と 

なし吏らにhw:し衍氧乾燥器セ以て絕賞乾燥狀態に搭照し^rmw に?ける氣乾材含水並 

を汀出せしにji・成仙次長の如し。

第十表 絕鉗乾煙時に罗扌する水分含も・率。

、、队驗地名

瞰村

ホh夷莉

____ 虹

紳!8K

%

爆岡|HSiW

%

林架試時劈

レ<h

平 均

_____

I 15.4 16.0 15.1 14.9 15.4

Hl 10.4 1G.S 11.8 15.7 15.9

V 17.0 15.9 15.4 15.8 16.0

VII 16.2 15.6 16.1 16.G 16.1

IX 15.9 15.3 14.S 15.2 15.3

平均 16.2 15.9 15.2 15.6 15.7

辯くの如く含水•此は各商s业に依りて其湍果を異にし压れを比絞刃照すれば木&支局に於 

て荥 E示し盛岡IH張所に於て廟小を現し總平均15.7%の成績を很・た!)。此處に於て住供 

,穴材に就き気乾材為時水分含有率を以て絕冬应煙時垂並を犯Kし共成絨に水さ毎J］十六nに 

測定に係る垂林:の絕:m拠艸に對する水分金右率を算mし共半肉値にょり乾煉う経過を示せ 

ばJS成仙次我の如し〇 (第无圖多照)

第 十一表 供試材乾燥の經過。

渕
冷

.,吠聆如 水 名 盛 跋 ilW 
定 
回 
败

\队唬地 木 名 盛 at疋

數 縞川ゝ 曾
古
屋 岡

檢
場 大IE

华1 ヽ 曾
宣 
屋 K1

檢
掛

1 11. 12. 21 3-J.8 34.0 34.1 33.7 22 13. 7.1G 1G.5 16 A 14.9 18.0

2 11. 12. 24 33.0 33.0 32.3 32.0 23 13. 8. 16 16.2 15.7 14.0 17.3

畔 3 11. 12. 30 32.1 20.7 30.8 — 24 13. 9. 1G 1G.9 16.1 14.9 17.6
蠢 4 12. 1. 16 28.3 — 26.4 24.8 25 13. 10. 16 17.0 16.5 15.0 17.7

騎 5 12. 2. 16 23.5 22.7 22.2 22.3 26 13. 11. 1G 1G.7 16•〇 15.2 16.8

鳳 6 12. 3. 1G 21.2 20.2 20.5 20.7 27 13. 12. 16 16.6 16.0 15J5 10.6

7 12. 4. 16 19.2 18.5 17B 19.8 28 14. 1. 16 1G.3 15.7 15.2 16.6
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、、試纹地 ふ 名 
古 
な:：

•&

岡

rvK 3M龄地 {S

W

X

fl% H H、ゝ

イ・

甘

X 
K> 
場
4 

邮H Hゝ

水

W

ft
g

8 12. 5.1G 18.7 18.2 16.8 19.8 L* • 11. 2. 1G 10.2
1

15.5 11.9 l<；.0

9 12. G. IG 18.3 17.5 15.7 19.5 30 14. 3. 1C 15.9 15.3 15. t 15.7

10 12. 7.16 19.3 18.1 17.2 20.2 31 H. 4. 16 15.9 15.2 15.1 16.0

11 12. 8.16 17.7 16.1 1G.8 17.5 32 IJ. 5. 10 15.7 15.5 14.2 IG.I

12 12. 9.1G 18.1 10.4 10.9 19.3 33 11. G. 10 16.5 15.8 1l.G 17-0

13 12.10.1G 18.0 10.4 16.8 10.3 34 14. 7. 10 17.0 10.3 15.0 17.1

14 12.11.16 17.5 10.7 IG.4 19.1 35 II. S. 1G 18.8 10.1 13.5 17.7

15 12.12.1G 17.4 17.0 1G.1 18.5 3G 14. !). 10 16.5 16.6 15.7 17.S

16 13.1.16 173 16.8 16.0 17.9 ：：7 II. 10. 16 10.8 16.7 15.9 17.5

17 13. 2.16 17.2 16.4 15.8 17.2 38 14. H. 1G 1G.7 10.5 15.5 17.3

18 13. 3.16 16.3 15.8 15.5 16.6 39 14. 12. 16 16.7 16.4 15.1 10.9

19 13. 4.16 15,9 16.5 15.6 17.5 40 15. 1. 16 10.7 16.1 15.(； 1(J.I

20 13. 5.16 10.9 16.3 14.7 17.3 41 15. 2. 16 16.4 16.1 15.5 15.6

21 13. C.16 17.2 16.7 13.1 18.8 43 13・ 3. 10 10.2 15.9 15.3 13.(；

大正十一年十二月本試殺開始より大正十三頌三月に至ろ十六ヶ月叩に於て全くあ乾狀靂に 

到達し以後大木Iぜ年上月に至ろ耕間中は地方的氛映の變化に影警し水材水分に差うせ京動あ 

るを確め得たるを以て毬に本試狡施行期同中益試?段J也に於ける気象翔測成績を拊記し以て氣 

象的因了•との關係調在に參考とす。因に各状珈也別に共:成新を採川せし測煥所名柄を擧ぐれ

ば次の如し。

試驗地名 木 钟 木祖寐林測候所

名 古屋 愛知縣名古屋測蛟所

盛 岡 岩手ー牌盛岡測批所

林業,施場 常場策皴覩沏所

本試險中各為瞬地に於ける氣糸狀態を比蛟封照すれば木仆に於ては月平均氣溫の最低示度 

零下兀皮に達し盛岡は之れに亞ぎて卷下三氓を示し名・占屋及び當場は何れも・度に止る月平 

均氣溫の妝髙示世は名占屋に於て二十七度にして當場二十五世’盛岡二十叫度,木曾二十• 

度を示せ・り〇每月平均濕度は各状驗地に匹火なる差泱を認めざるも常場に於ける觀測成縊は 

平均游鷹の絞弟比絞的大なるをがせり。平均蒸發死は屋クトに於ける・觀測成績を捆載せしも木
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1、、 ;.i 检 T・ 均"：'・ 平均諜野城

名古以盛木针l«i'iffl|盛岡木績

IGA 
21.0 
2G.7 
24-.( 
21.9 
15.8
S.G 
•I.S 
2.5 
2.3 
5.2
I. 4 

17.0 
20.9 
24.0 
25.4 
22.5 
16.3
II. 2
5.9 
2.0 
3.8

IG.6
24.1 
24.0 
17.7 
10.0
5.1 

-1.0 
-13.3 
■3.G 
-0.7

7.1
12.8 
18.0 
20.3 
23.4 
19.1
11.7
6.1
1.4 

-3.3 
-1.7

0.9

一 3.6 
一 5.8- 
-4.2
詩

G.2：
11.8
15.1 
1S.：； 
21.0 
10.7
9.7
5.1 

-0.5 
-4.G 
-3.4 
-3.4

8.0
10.1 
15.0 
21.0 
20.5
1I.S
9.0
2.3 

-1.9 
-5.1 
-5.7 
-2.0
4.6
10.1
14.7
18.3 
11).4 
15.9
9.5
4.5 

-0.8 
-4.9 
-3.0 
一 2.1

11」
15.3 
1S.U 
22.7
25.5
24.3 
15.0 
10.0
5.3

81
S3
S0
SI
S2
76

7*Hl

た’

72
71
70

司
(；9i
79

11.8

4:

-3.3
-3.!
-2.1

9.9
3.1

13.4
15.2 
1S.0
24.S
24.4
20.3
13.(；
S.O

叫
1.8
1.1
4.8
10.5
14.5
18.4
21.U
23.-1 81!
20.8 S3
14.8 80|
10.1
6.1
2.1
3.4

3.9

骚 

12.7 
17.7 
2!.a 
25.1
27.8, 
23.3 
U；.：： 

明 
5.(i

20.5

3.’

(«
71
71

71
68
70

74-
72
4 

氓
S2 
so
Si
76
SI
SI
7S 
SO
71
W 

G2 
75
76

岡試め奥本l十fT占屋盛贸よめk

1

-4!
3.0
8.5

3Ji
3.0
刊

品

1.5
1.7
1.7
•ヽ«>

S.9
3.S
4」
5・G
0.6
3.：；
2.1
1.8
LG
1.7
1.7
2.1.
2.9
3.0
4.2
4.8
4.9

1.9
2.1

5.4
4.1
3.2

1.1
5.1
1.6

1.0
1.0
1.5
1.9
4.1
4.7
4.5
5.S
6.4
3.4

1.1

1.2
1.3
l.C
3.3
4.5
5.3
5.1
4.：
3.0
2.0
1.5
1.0
i.a

；；

8.1
3.S
2.8
2.S
3.2
5.3
3.4
2.2
2.6
1.7
2.7
2.6
S.O
3ミ

4.1

i

2.0
2.5
2.0

址 »

大他十wXII 
大n汁 <I： i

II
III
IV
V
VI
VII

VIII
IX
X
XI
XII 

火!E十卄 !
II

111
IV
V
VI
VII 
VHI
IX
X
XL
XII

火花十四年 I
II

111
IV
V
VI
VI1 
VHI
IX
X
XI
XII 

火佗ー"年 !
n
HI

第I•二表 备・削也に於ける氣象の狀況。
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試盆施行方法に到しては屋內に於ける観測成績を採用せし方適當ならんも各状玲地を逆して 

設備統 せざりしを以て此寇に除く 〇

4.供試材の年輸密度、比垂並に强度。

木試を終了に際し各試珍地より返送せけれたる供試材中央部より氣乾當捲に於ける水分州 

定試料を採染せ・し際同時に各供試村一本より長さ十抑,幅れ籾,髙さ五經の供試村Ji・をハ冊 

を一組となすもの三組宛を裂作し含水衆此兩,並に測度謨依試料となしー粗は匝ちに當埸据 

付木材・强弱試强器に依りて木材灘維方向に賞する抗拒疝度を調如したを责玲終了當皓成けと 

為し他の一組は自三月至九月七ヶ月I山當場實驗室內に放近し每月・囘共虽を【同:し氣阳伏態 

に到述するに及び氣紇材當時の抗雀强度を求むるに際し他の・組は宙威乾煙将を以て加熟し 

攝氏百度を农离限度となじ絕封畝郝狀態に誘經しiuちに笊酸に供し共成做を求め法じ仓水七;: 

を叙上の成績に參照して15.0%に一定し次ぎの换算式に依り共貌废を算出せ・り。(第卜う 

表參照)

比页の場合。 ％=S夕ー〇•2q+3 係數くC) = o.2

抗推强の場合。 y%=め+8.あー132 係数(C) = 8.8

但し中闘瑜=‘當・時含水•底

曷,=法正含水帝:(15%)に於ける此如:。

,%=含水推(〇 %)に於ける比正。

晶=法正含水代(15%)に於ける抗臆强。

缶=含水!>：1〇%)に於ける坑贋强。

年搐密度は供;昭イ飾订iに焚けるー•枷II】平均年備數を以て現し比重は共成績の百倍を以て示 

す。

成績に依れば年蛤密度は・經に釘し平均9.0にして木曾御料地虛ヒノキ村基強年輪密度に 

一致せり。而して快驗終了當時含水•昴は!M駿地木竹・に於て坡大にして盛岡に於て最:小を示止 

しも共終F均は15.2%にして法兩含"水策に一教し,菓乾村當時含水並總’卜均12.9 %に減少 

せしは供試材片として適當に乾燥せしに因る,供网•比虫は何れも共平均37.0にして条•乾 

材時坑!IK强從360kg/c.in.=を示迁しは木曾御料地床ヒノキ村の標準木:示數にー•致する(木材 

强度編に於て詐錄せんとす)ものにして楚爭木材性質を綜合すれぱ本試唬に供せし俄験材は 

何れも木個卩料地焼ヒノキ材標準木に該常するを識る。
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5.結 綸。

本試段成梁を洒登すれは乾垛つ経過狀・况は生材當時含水・:の發散減少の•お命並に供の 

氛乾狀^に到達せし以後叫由!の氣伏的送化に影容し含水•辱の址減を生する掛泌;に大別する 

を得べし。

玆に共槪況を｛®iば自大正キー年十二月至大兩十三年三月期間中屋内乾煙を施行せし以來 

十六ヶ月にして生材當時の含水;止・伊均34%は平均15%に減少し条乾狀藍に到達せり。 

(第五脇參照)备遇地に於ける乾煥狀況は何れも須似し初期に於て急激なる乾煥を促し時11 

の經過に伴ひぼ少率を滅ナ。姑れ木材中り水分と大気中の讷度との您隔业しきにAtiM-rろも 

のにして特にヒノキ材に共傾向塚苗んるは叔上の成紐にる邸・して明かなり〇 』.魅:乾狀態に 

到達せし供試材に於ては前看に比絞して含水土;:の波失聞少なりと段も常に四聞の1粕吳狀況に 

扬應を沒り増減を示し本状浚成れ7に基き史に四季を通して叟動たるを認められたり。(枷・

第六闾 獭要素のヒノキ材含水並増诚に及ぼすI閲係。
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斯くの如く水分の發故狀況に關して二狼に’く別せし満"は生村時原?R如二特する參修と 

なすを铅べく後者即ち血候的範化の影容に關しては木材工藝的性質の研究に緊要にして比れ 

を精:・t制也別に詳杏.すらは本状驗の主眼とする所な»)〇抑含水筮の堆減地最も密接なる關係 

を有する站欲的囚了做•定の冷め各・試刎 別に地ガ的気候の狀況と含水筮測定成績に基さ平均 

瀬 賛均濕度見に平均蒲發杭にfj -rる含水喝:の并牌肆數平如hせしに平均茉泄に野しては當 

吗に於けるr=+0.32±0.!2我炒侬となすに依り共爛係慌少なるを認め徘たI)。平均蒸發 

く:に於ては雄岡獄驗地のr=-0.60±0.0Sなるバ川曲隨を示し比絞的影魅あるセ認めらる, 

も共の他の状!知也にありては何れも極めて間少なり〇是れに•反して:•ド均mu:枷の成鉢 

r= +0.82±0.0Iを現はし共【也の住;状魚!!!におりては此蛟的齣係密接なる成沽を示せり,勿国 

以Rは每JJ ・剛］定に係る含水・枷诚の成上に對し・就象时了•は每JJ平均陋を探！Uせし和關開 

係上るをJ•丿・て共谜要矽如るに止まる七濕度の翌化に影脅甘らるゝ爭比は的氐符なる"讓定す 

るに難からす。

足れを要するに叫季お由じハを逐ひ地方的に胳ぼ•亢の遍;U代以て匸化する灰械要絶に 

皿唉は糸乾村含•水ナ::の増減に密攜なる闌係を右するものにして各队公地に於て得たる成毬を 

综命平均し血象的内了•の變化に對Tる念水量の増減の典坚を示せば笫六圖の如くにして合水 

景は四｝］に於て坡小般を示し六JJ及び十JJに役大限を®Iはすは本邦屮夬部地方の乾燥期並に 

H搠の然らしむる結果にして八月に於て•叶含水虽の減失を破るは立期に於て風象因了一中氣 

溫IWと加矣て蒸發壮の盛大なるに・姻人けべし。

木材金水も;:の增減に亨け糸候的變化との喋)係は叙上の成績に依るも複維にして到底电剝な 

リ難く從って特に祥凯簡牌なる状驗方法と正確なる資料を必婆と岱すを以て玆に共毆要を拥 

£1けるに止め追て木村吸混性並に收縮拶赤命懒に於て并述せんとす。
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(3).糸象变素の木材筒水筮に及ぼす修鬱。

絶て木材・はJ孩!撤中に会行せる水分の緬或に囚りて典容故を膨航或は牧錦せしむる件質を 

右するものにして實用に供せらろゝ木材以外の建梁資材に比絞して雎大なる缺時匕消ふを得 

べし。

木性質は特に木材のエ终的科用上批も君置を咬すべきものにして從って姑等の性貿に卩リし 

ては旣に內外各樹種にりて洌在併究せられたるもの勲からす。

抑木材中に舍右する水分は

共一 生活細胞中の哩形質に含右せらる'もの

共二 細胞映に咚收せらる、吸收水

共三 木材糾緇の間障に保仃せらる、门山水

の三眦館二大別する帝を彳§べし地・めの別態に於て仓仃せらるゝ水分は同•楊袱と雖:も生か尚 

期に從つ-こ瑞读を生じ材の如分に依りても亦相;まあるは旣彳上の副包成弑に仍るも明かにして 

此虐に給及を要せざるもー」L伐採造材し大気中に放政する時は匝ちに亞等水分は披散現象を 

惹起し資材・の形狀木村以扱方法或は四网の環说に從って緩急:盛貞ありと號も時LIの経過に伴 

ひ共の大部分を減矢するは叙J:の成績に塞きて旣に叨確たり〇

此處に於て地方的來映の建化に相關し含水姑増減の狀況を叙上の我結に微すれば生材當時 

保有せし水分は供試水伐採造材と共に急激なる發敌をなし• IL糸轮狀態に到達すれば共の被 

少も綏悭となり同時に条鮫的變イ匕に仰ひ四李を汕じて水分の發妝吸收の現俄を誘起す(第无 

圖宕照)るを’淑る。姑即ち木材水分の増垓に恭因するものにして從って木材・垂覺］•龙異變動 

を表はし同時に幽Hi收縮なる现象を生する主原囚たるなり〇凡そ木材•水分の沒敞吸收にI制し 

て考究するに水材・組織間隙に保右せる自山水は細胞映質中に吸收せる吸收水の飽和狀態に刊 

達せ・し場合に遊離し各間隙を滿すを以て木材我而上り会右水分り踐散現:象發動すれば・先づ门 

巾水は木材表砌より發故を始む。而して木材表ゆの由水にして終に發散消失せんか世ちに 

水材內部水材制I緇!用隙に遊部せる自由水は共表而に誘動世られ漸次抜啟を襪續すべし。

斯くの如き自山水の誘導發散現象の縊敏中は組織中の含氷狀態には叵接關係を右せざるを 

以て例令虫站の減少を見るも木材・の收縮膨昵を起すべき狀態にあらざるは枷象に難からす。 

更らに木材衣而より發故を繼續し終に木材組褴のW隙を滿す白山水を消滅するに’ありては細 

胞眺中に吸收せらる、所副吸收水の發散を促して逸に收縮の現象を伴ふ。是れを换可すれば 

菓乾狀態に到達せし資村とは门山水を消失し.周囹の糸蜿狀況に適用せる吸收水を含右するも 
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のなれども病イ由・の吸泌性«>ベめに陟少なろK映的・ご化にも:!I念水:杭の増減を左右せらる、 

ものなり。

然るに掐株乾材に就ては仅I:七L木H吸淋水分(Hygmscopic moisturv)の林或に因りて 

生ずる现象,(•• working は氣累的因「との關係るしきを以て尙・足れを顆?Eすること発姜 

なるを,想ひ妣に大！E I•・牢戎來施行せし・ふ燎?成粘の•邮を捆肥し以て前編成植の枷Bとな 

す。

11⑶め木材•收縮彫脈狀駿に於ては州將撤傑尺付愉尺を使川せるも木試唸に於ては垂;せ並 

「•伸縮程度を御・眦測法に依るの必要を把めたるも從來の如く情尺セ川ふる時は徽度繫發な 

ると取扱イ:便なるがため勢共紹;果に正確を期し得ざるべきを想ひ断たに米国L.S. Starrett

- Dial Test indicator-を常埸方案に依る每過製支持率に固定して實驗せリ。

試為材は木曾小川人抑:料地律ひのき材にして供队材片は•長さ30,cm幅•20cm•厚さ1cm. 

の槌板を使川せリ。

玆に其戚績の•都を Wして材木吸泓水分の増減はKとして大気中の泌度の影響»しきを 

證せんとす。

試ッ材は洲定器に固副止し俺煮象觌測川r傑節中に遇を毎n六時よy)术拾時に至る即垂並 

並に何絲讀蚊(1ハ〇〇1が"/:)を毎!］5:に測えす.るものにして蒸淑及び泓度の測定は•剛!］卷白 

ェ器を使川せり。

試瞼としては特にF.•乾燥せし枇Kを供せしは木钥啓編に保,せる门由水を消失せしむる 

と同時に吸收水の過半をも發散せしめ状驗施狂に當り大氣中の会携的因子に關係して生す 

る現吸をIりJ瞭ならしめんがためなり〇

• Tietnann: The Kiln drying of Lumber.
CustavLang: Das Holz als Uaustolf. \ 4
Arthen Koehla: — Relation of moisture Consent and Drying rate of wood to the 
Htunidiiy of ntoinosplierc.
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润定叫 温度

仃1記)

詛度

(自記>

佚 队 村
定
年
11
B

XiM » 怜定旳火に 
听るめ・分率 职 iA Ki -R飛に 

辨する酉分率

BS 分 % °C nun. % 筋・ %

1,00 
2皿 
3.00 
4.00 
5.00 
(M)〇 
7,00 
8,00 
9,00 

10,00 
1I.C0 
12,00 
13,00 
14,00 
15,00 
16,00 
17,00 
18,00 
19.00 
20,00 
21,00 
22.00 
23.00 
24,00

】・〇〇 
o.ns 
0.38 
0,32 
0,39 
0.30 
0,28 
0.27 
0,23 
0.21 
0,20 
0.20 
0.22

0,35

0.70 器
初
二

さ
ら

:
:W

さ
:
三
三
三
出

201,5

81,5
200,5
200.5
190.6
199,5
198.5
198,5
199.5
199,5 
喚.() 
200,0

200,0

200,0

10,14

10.41 
9,80 
9,86 
9.32 
唄
8.77 
8,77 
9,32 
9,32 
0,59
9,59

9.59

9,59

晴
天

1,00 
2,00 
3.00 
4,00 
5,00 
6,00 
7,00 
8,00 
9,00 
10,00 
11,00 
12.00 
13,00 
14.00 
15,00 
10,00 
17,00 
18,00 
19,00 
20,00 
21,00 
22,00 
23,00 
31,00

1,00

1.00 
〇,DO 
0,75 
0,05 
0,55 
0,45 
0,80 
0,14 
0,1(； 
0,18 
0,20

0,50 

0,61

0,55

0,55 
0,46 
0.33 
0,33 
0,28 
0,23 
0,15 
0,07 
0,08 
0,09 
0,10

0.25

0,31

34,5

204,5 
201,0 
204■〇 
202,5 
262,5 
202,0 
201,0 
201,0 
201,0
200,5 
201,5

202,5

202,5

12,05

12,05
11,78
11,78
10,96
10,9(；
10,68
10,14
10,14
10.14
9,86

10,41

10,96

10,96

晴
天
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澜定 nJ »度 温度
供 网 村 湖 

5i£ 
年

H 
H

實湖數 技定時大!1 
汚する百分率

派飛胃役鶴志

時 分 % c〇 xnm・ %
Hr. | %

1.00 
2.00 
3,00 
4,00 
5,00 
6.00 
7,00 
8,00 
9.00 

10,00 
11,00 
12,00 
13,00 
14.00 
15,00 
16,00 
17,00 
18,00 
10,00 
20,00 
21,00 
22.00 
23,00 
24,00

■ 2] 0.00 
0.12 
0,21 
0.32 
0,40 
0,48 
0,55 
0,61
0,07

0,78 

0,90

0,00 
0,00 
0,13 
0,16 
0,20 
0,24 
0,28 
0,31
0.34

0,40 

0,46

182.5 
185,6 
180,0 
187.0 
188,0 
188,0
188,5 
190,0 
190,〇

100.0

100,5

0.00 
5 
1,92 
2.17 
3,01 
3,01 
8,29 
4,11
4.11

4.11

4,28

11) 
天

1,0( 
2,Of 
3,0¢ 
4,0( 
5,0¢ 
6,0( 
7,0¢ 
8,0¢ 
9,0(： 

10,0C 
11,0C 
12,00 
13,00 
14,00 
15,00 
16.00 
17,00 
18,00 
19.00 
20.0C 
21,00 
22,00 
23,00 
24,00

1
•
1

1.00

0,48 
0,38 
0,33 
0,36 
0.30 
0,37 
0,3!) 
0,44 
0.47 
0,52
0.58

0.7B 

0,96

0,55

0,40

0,50

106,5

190,0
195,0
104.5
194.5
194,5
104,5
191,5
194,5
195,0
195,5
196,0

197,0

197,5

7,69

7,40 
7,12 
(小 
0,58 
0.58 
G.5S 
0.58 
6,58 
7.85 
7.12
7 IU 

7,05 

8,22

峙 
矢
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0,93 0,47 208,5

mm. % gr.

仰泗胶定旳大さに かい 
實仍败RするTi分率重な

佚 試 村
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する百分率
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投定時大さに’•拓・ “
弗すろ宥分辛匝 れ

村

%

12,33

10,41

11,51

12,88

11,78

12,33

に?i 
する百分率

12,33 
11,78 
11,78 
11,78 
11,51
11,23
11,23 
10,08 
10,41 
10,96
11,23

12,05 
12,05 
11,51 
H)伽
10,96
10,96
10,41
10,41
10,41
10,11 
10,14

r. 
g%

235,
叢

1:
鏡

義

201,
201,
203.
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早
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火
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"

晴
天

湖定時 湯皮

(Cl 82)

沮度 

(rtaE>

時 分 % °C

1.00 
2,00 
3,00 
4,00 
5,00 
6.00 
7,00 
8,00 
9,00 
10,00 
11,00 
12.00 
13,00 
14,00 
15,00 
10,00 
17,00 
18,00 
10,00 
20,00 
21,00 
22,00 
23,00 
21,00

1,00 
2,00 
3,00 
4.00 
5,00 
6,00 
7,00 
8,00 
9,00 
10,00 
11,00 
12,00 
13,00 
14,00 
15,00 
16,00 
17,00 
18,00 
豊,00 
20,00 
21,0() 
22,00 
23,00 
24,00

• so

爵・
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結 論。

一日中•屬度の妄動は気混/>高低に逆幽係を示し試村正・黄の増读並に佃節に巴して上:り:孫を 

現はすは叙上の成績に依り(第じ岡宝照)認むるもJI霞動は直ちにあ好を及ぼす閃な少くし 

て1°%以上の讷度の差違を生するに到りて始めて彩群あるを視る。從って 項巾ノノ漏咬の 

最小に到達せる時に内し垂杭並に仲籟率の!比小値を示ナ時刻は平均・時冶「三十分つ若廷を示 

せリ。姑即ち洪村&而よりの水分發故に伴ひ內部紐緇中の水分の核動を促すに必要なろ時W 

にして樹研:によりて相違を生するものなり。页に諷座の滅少にむする亜滞:並に敗縮率減少。 

狀況を觀れぱル關係比较的銳徹なれども温座の増加に對しては对苗に比絞して初々鋭敏なら 

ざるは畢竟水分の發散は吸收に均して比は的容功なるに丸"、けるものにして玆に・1［中潴度 

の铉差に封する禾並並に伸縮率増滅の關缥を示せぱ次表の如し。(第十・・表)

是れを妥するに大糸申の温度1〇%以上の差違變勒を生すれば之れに接する木村は直ちに 

禾危の増減に影鬱を.及ぼし之れに仰ふ木材伸縮现象をも亦現はすを認め得たるものにして令 

泌度と币眾増減に鬭する和關係數を求むれば,•= +〇•7〇±〇・〇1にして木材仲縮に對すN川關 

係数を求むればr=+0-80±0.02を示し何れも比伽旳關係火なろを統澄し彳)たり。此處に於 

てか木材,絃燥の程度を認識せんとせば唯に乾煥に耍せし時日のみを以て之れを斷亢する％充 

分ならずして曲なに因る地方的気候の變化に留意し特に大泉中の泓度の培波にあ・慮するを址 

も緊要なりと信厳。
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笫十Iし炎 ・曲史の假相ゴける仲油並に水分含仃率との關係。

澜定！
佃 縮率 % 水分合お求％

n h
公溢 泌»¢

皿定噓火 

ろ百分华
強

淋吹の
10寿坍诚 
一・すろ］ 
小均!ift 1

瓯ホ度に 
rrrsti 
_竺!

酒

跡io必 
の蝎滅L 
舛する个 
均備

天 候

S. 27 | min 21 m ix 88 ** 0.00 min 心］ 午伯中降雨1-二〇5より

max 235 min 7U v Q.4G 0.415 max 1.1 1.1 —

S. 2s{ min 21

max 27

max SS 

min 52

〃 0.53

〃 0.17 〇.:IS 0.11

max 8.2

min 6.0 1.G 0.41

昭次十二略より禁リ

8, 29 { min 22

max 2S

max IM)

min G2

"0.55

ダ 0.10 0.15 0.16

max 10.4

min S・S

■

1.6 0.57 晴天十二心心天

8, 30 { min) 2-1

max 31

max 89

min 50

ケ 0.55

” 0.08 0.47 0.12

mnxl2.1

min D•白 〇 〇 0.50 嗑天

s. ：：l { min 22

max 31

max 90

min 60

"0.18

V 0.20 0.28 0.09

max 12.3

min 10.4
11.0 
f

0.03 晴大・!•-•.«•より疫天

E min 24

max 30

max DO

min G2

"0.4S

"0.04 0.11 0.16

max 12.1：

min 10.1 2.5 〇廁 舉朝共天九嗟より晴天

(1 •> J min 23 max 00 〃 0.16 max13^
リ,-1

max 28 min 59 "0.07 0.30 0.13 min 10.7 2.5 0.81 明天

心| min 2-1 max 90 "0. U maxi羸

max 29 uiin 02 〃 0.20 0.24 0.00 min ll.i 2.0 0.71 晴天



第七圖。 氣象要素の「ヒノキ」材含水量に及ぼす影礬

Fig・ 7・ Relation of Moisture Content and Shrinkage of "Hinoki" Wood to the Climatic Factors.

I four.
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RESVLTS ()卜、 STL'DY ABOl'T THE QUALITIES OF THE 

TIMBER <»!• Till： PRINCIPAL SPECIES PRODUCED

IN THE IMPERIAL FOREST OF ‘‘KISO."

ToiCIU M1YOSHI.

The Imperial I'<)rcst of "KISO" which is iitidcr the jurisdiction of 

the Bureau of Imperial Forests and Estates is situated in the central region 

of Japan, :md though its area docs not exceed 150,000 Cho (1.Cho=2.45 

Acres'), that is, about 10% of the total area of the Imperial Estates, yet 

11 Hiuoki (Chaniaecyparis obtusn, S. ct Z.) produced in the forest have 

widely been known from olden times for the superior qualities and the 

abundant quantity.

In olden times, for want means, of transportation the trees felled there 

were all brought down to u Nagoya n by the ** Kison River, but at present 

with the great devclopinent of transportation facilities with over 50 miles 

of Forest raiway, and tracks laid out all over the forest and the other 

highly improved land traffic that by water is given up. Thus the timber 

produced in the Imperial Forest of *l Kiso ‘‘ can now be conveyed more 

easily and promptly so as to be supplied to all parts of the country.

Consequently it has become very important to study the qualities of 

the principal species of the timber produced in the Imperkil Forest of 

u Kiso n and to publish its results so as to make it possible to utilize the pro- 

per species in proper places. So since 1922, our I'orcst Experiment Station 

has been engaged in the investigation of the qualities of 11 Hiuoki n as the

chief subject of the work with the addition of other species as follows :—

1. u Sawara » Chaniaecyparis pisifera, S. ct z.
2. "Asuiiw.ro ” Thujopsis dolabrata, S. et Z.

3. "Koyaniaki ‘‘ Sciadopitys verticil lata, S. ct Z.
4. “ Nezuko” Thuja Japouica Maxim.

5. “ Momi n Abies fiiroia, S. ct Z.

6. “Tstiga” Tsuga sicboldii, Carr.
7. u Tohi n Picea hondoensis, Mayr.

Asuiiw.ro
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8. “Nara” Ouercus glandulifcrn, Bl.

9. “ Keyaki n Obclicea scrurata, Makino.

10. ** Mizmne n Betula carpinifolia, S. ct Z.

11. "Honoki n Magnoliachypoleauca, S. cl Z. var. Concolor, Miq.

12. *• Harigiri '> Kalopanax ricnifolius, Miq.

Items of study include the test of moisture, strength, swelling and 

shrinkage, constitution of the timber, etc., and whnt is here published is 

the result of the test made on the moisture.

1. Relation of 1\[isti;re Content and Drying Rate 
Wood to the Humdity of the Atmosphere.

Tiie timber for test as mentioned above was felled in the ** Kiso 1'orcst 

in the summer of 1922, cut in two meter long logs, each spl：t into four, 

and sent to our Forsetit Experiment Station. They are stored in the Store- 

house of the Station, and in order to ascertain how the moisture woukl evapo- 

rate in course of time, they arc examined once a month concerning the weight. 

According to the result, it was found that they lost more than half °C tliicr 

moisture presenting an air-dried condition after undergoing a drying process 

for twenty-one months from June 1922, to March 1924. The progress of 

drying up is as shown iu the Fig. 3. p.19. Among the conifers, the 

u Hiuoki n> u Sawara n and 11 Koyaiuaki n evaporate the moistui c most 

quickly at the earliest period. The timbers of the broad-leafed tree were 

found to be still decreasing in moisture even after the lapse of 600 days.

It has also been perceived that the evaporation of the moisture in the tmi- 

her differs not only in time according to the species of trees, but also the 

method of handling, and the climate of localities. In order to see, there- 

fore, the percentage of moisture of the timber, it is necessary to make 

a test of the same material of the same species and size by the same 

method.

So again, in 1922, five 11 Hinoki n trees were chosen as test materials 

in the " Kiso '' Forst and each cut into four test pieces, one metre long 

and 5 cm. square. In December of tlie same year, these test pieces were 

distributed five pieces each, to ''Kiso”, 41 Nagoya u Morioka n and here. 

Those test pieces were rcgxilarly weighted on the 16th of each month, so 

that the different progress of evaporation of moisture caused by the local 
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climate mi^ht be observed. The result thereof is shown in the Fig. 〇・

Accord in to the result obtained in fourty months from December 1922, 

to March 1926, the '• Hinoki 11 timber when it is in the air-dried condition, 

contains 15." moisture. Soon after the tree is felled, it rapidly dries up, and 

the evaporation of moisture stops after a lapse of about 100 days. Then the 

<piantity of moisture contained in the timber is affected to a considerable 

extent by the climatic changes of the localities. Especially the humidity 

of the atmosphere has a very great influence on it, nnd as for the quantity 

of evaporation、it is much affected in summer. From these facts, it is seen 

thnt, in the central district of Japan, as shown in the Fig. 6. P. 3〇・, 

the tendency is that the " Hinoki ” timber is most dries up in April and 

increases in moisture in June and October.

The cfleet that the quantity oi moisture contained in the timber gives 

to its swelling and shrinkage and other qualities, is very great, and as it 

relates not merely to drying up of the timber, the study of it is of special 

importance. This is the reason why the writer has adopted an instrument 

as shown in Plate 1.,and thereby h::s made investigation abaut the u Hinoki n 

timber respecting the effect that the climatic difference gives to its swelling and 

shrinkage. That measuring instrument is u The Dial Test Indicator n made 

by Starret Co. U. S. A., and thereby we can see down to 1/300 mm.. Part 

of the result got in August 1924, is as shown in the Fig. 7. P., and accor- 

ding to this results, it greatly depends upon the change of humidity day 

by <lay. Now, the Correlation Coefficient of the swelling and shrinkage 

to the relative humidity of Atmosphere is r= +0.80±0.02 and of the mois- 

ture content of u Hinoki n Timber to the relative humidity is T =+0.70土 

0.01.

Thus it will lead to commit a mistake in not a few cases if the drying 

rate and moisture content of the timber arc to be determined only by means 

of the elapse of time. So, the local climatic condition, especially in con- 

ncction with humidity, should be taken into consideration. (CONTINUE)
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氣 象 観 測

凡 例

木場に於ける気象の我測は特に椅生と策象との期係を考究し所釦悠川在林"竣の・性を・舉げ 

んとする目的を以て大正十二年より觀測を開始せるものなり〇

木報吿は常襯測所(経度 三十ノ快三十・九分,縁度 日三十九度I・じ分’海技Z:iハ丿Ll・三 

米突八十匕碗•に於ける大正十臼年座の気象視測成毬を捐載虫,ものに,K*il汁二•年・粉^ 

なける側臓mは叫年九丹Q蜘ジ血養:り爲め硬瀕gEE來涉し,！.以て遂にh市年妇H 

以降は"時却測を巾斷するい止むを彳い:rろに至仇財却せ;域には之れ以叫

次に親測の時刻及方法の要點を舉ぐれば。

時刻は本邦中央ビ邱時即ち』斑?r三十荘度の地の平時に據り夜牛を事渺とすろ二十网時制

を川う。

条象觀測は十時十・四時の二回を視測定時とす低し鎌涮】中•り•月二JJ三片及十:叫ケ 

月は二十二時を袖助㈣测時として誤測を施行せり〇又地温〇・5米突以上の深さのもの及蒸發 

珞絳水量は十時ー囘之を行ふ,本城二於て使川せる題測器械中条案は「ソオルチン」氷说的 

雨計觀溫潴度は「フース」型乾函I•及び同期荷瑚:低悪唆計と別に「リツシャ—レJお自祀崩を 

備へ,風速は「Pビンソン」型風力計に自記崩を裝置せるもの,風向は自記風信器に依りバ糸 

水並ほ「サイフホン」式自祀雨允針く雨蛍計の地上為一・米突时潮)を,日J!仰导數は「ジョ 

ルダン」式日照針(日照紆地上高•米突三十疆)を,地温は仙管式地中寒财卜(寒暖計地上商 

ー米突7L十楓)及繊管地中寒暖計を川ひて觀測しつゝあるものなり〇

表中の各麥素の記載方に就き大要を祀すれば。

気跃は「輕」を以て示し咕雨詫示度に單に溫匪の更正を,旅・したるものを捆げ.页カ•及び海而 

の更正を施さビるものなり,典:の平均値は六回觀測の平均を锅ぐ但し十時十四時は斌測値に 

して二時六時八時二十二時は(■[記器の示皮に利!正を施したるものなり。

温度は插氏の度を以て示し水用以下の供數は之をすより诚じ共餘故をを以て示す’糸温の 

か均値は氣蟋と同じく實測及白祀器に據れる•日六囘の平均値にして,地溫は〇丄〇•2, 0.3米 

突に限り-]-吟「四時の定ns!二M砚測の平均値JS仙は十時一回實測したるものを揭げ汆溫の 

妝高戒低は十二時に話収復度するものとす。

15

温度は空系中に水楽糸を合まざるを零とし飽和に達せるをTiとして比例を以て示す贝:の平 

均値は氣溫とI-Jぼ F六叫の平均値を描ぐ。

水燕兼坂カ,降水並,杰發疑は「耗」を以て示す。

風速度(效力計,風信器の地」淌 八米突じ十九梶)は・秒間米煲を以て表し俄泌争前二十 

分miの平均はを示す我ス風速攻n “己器の記以中鴻時枝垠より并状したるものを揭ぐ。

蝮向はI・六方位を川ひn肥器に仍り•11A回の統註蚊を覚ぐ。



46

EXPLANATION.

This report :s the result of meteorological observations made nt this 

Station for the year 1925.

As to the time and method of observation for this station it is stun- 

marized as follows :——

The central standard time of Japanese Empire, i. e. the mean lime 

for the longitude of 135 east of Greenwich, is used and it is reckoned 

to 24 hours from the midnight, omitting the separation of A. P. and 

P. M. The times for the routine observations are 10111 and 14th.

The earth temperature for the depth of 0.5 meters or more and the 

evaporation of water arc observed at 10h only. The nniomit ol per- 

cipitation is measured at 1011 beside the roimtinc hours.

Beside the direct observations the self recording instruments are 

equipped for important elements, such as the pressure, temperature, 

humidity of air, direction and speed of wind and precipitation.

I'or the sunshine, Joudan's recorder is used and for the observation 

of the earth temperature, an iron tube is buried vertically up to the 

nominated depth and the thermometer is hanged within it.

As to the statistics, the following are to be remarked :—

Air pressure is given by m.m. of the mcrccury column and it is 

reduced only to 〇。 c; the mean is calculated from the four-hourly 

readings taken from the records of the self register, corectcd by the in- 

struiTiental errors compared with the direct observations.

Air temperature and Earth temperature are given by the degree of 

centigrade and readings below freezing point arc given by numbers 

subtracted from 100 to avoid ( —) sign-

Relative Humidity is expressed by percentage to saturation ; the 

mean is also taken from the four-hourly observations.

Tension of Vapour. Precipitation and Evaporation arc expressed 

by m.m..

The speed of Wind is expressed by meter per second and it is the 

mean for 20 minuts before just time. The maximum of the wind velo- 

city is taken from the records of the sclfrcgister. The Direction of 

Wind is taken according to the 16 cardinal points and its statistics are 

made from the four-hourly readings.
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